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いかに市民の欲求にこたえていくか、全罷644の7ち一て、アイデア作戦を展開やといったと」

i平塚を占うとき、本当にきびしいものが待ちうけているといわぎるを得ない。そこで、昭和
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いる農地内有効

椴利用をはかる

対話集会 rみんなの市長室 I立、みなさん

の意見を穣緩約に収集して、市民のための市

政、市民参加による市款をよワ大き〈するた

め昨年の告月にスタート。これまでに自治会

連合会単位に18か所の対話集会『みんなの市

長'Iうを再開いた。

よ荘草書かを持司くこ 差是研跡地を市民の手にと、農林省薬事封試験場移転跡地確保促進協議

れは、市が空い 会が進めた10万人署名運動は、大きな反響を呼v'、108，167人という多

地所有者から{昔 くの五から署名が寄せられた。そして、ニの署名簿i立、 2月 ZB促進

て市民に開放し 協議会の代表 6人が、大蔵望書を訪ねて坊大箆に手捜した。

で、 4月から持者

長主主にある空き

ートノレで、菜溺と

場所を 113区長君

ことになった。

P来や草花の栽培

湾立を楽しくi晶き

立乙

め吋IC{;<

権
鎌倉時代から伝わっているという'lB村ばやし」が、 llJl24B乎塚

市然彩文化対に指定された。このa村ばやしは、約70告年内総統をもっ
民俗芸銭で、はやしは 7掛からなっている。

七夕まつ守は、 20年ぷ号に復活したミス七タコンテストが行

われ、布施みどりさん、機!II爽頭車召さん、練生i膏子きんが蓮華ば

れた。今年は 7)ヲ 7Bから118までの 5B憾と決まった。



1，467戸約5，000人という平塚市内で一番大きな

規模を持つB本住宅公図の潟村E雪地が完成し、 4
月から入康が始まる。潟村湿地i立、 1月に分譲住

宅と賃貸住宅の入居者の募集を行ったが、いずれ

も定員に満たなかったため、常時受け付けをする

ことにをった。これからは空き家がなくなるまで

先着瀬で入居ができる。

市浪ぐるみ遼動として求めていた念綴の燦立答

通高授の誘致が実現し、市内片j需に 4Ii 1百から

1i領ヶ台高校として関校することになった。校舎

の建設は、昭和52年度になるので、とりあえず太

洋中学校内空き教主主を利用してスタートする。当

初は 4クラス、180人で発足、最終規模は 1学年12

学級、 3学年で36学級1，620人の大きな高校となるむ

約;こ、魚の家を作ろう

と、かまぼこ主主j角礁が

投入された。高'" 5.5 

平たんな平塚市l立、主妻、i車な都市fとによワ排 師、撃さ .5トンという

*1ま緩めて護軍くなっている。このため、公共 大変大きなもの。魚を

下水滋の促遂と合わせて、滋y主主主主義を解消す す守てる海の牧場として

るため都市水絡め空襲鎗を急いでいる。 的活騒が鏡子寺寄れる。

きびしい財政状況の

失われゆく自然と縁を図復させ、繰と花がいっぱいある

衡にしていこうと、平塚市が実践に入って 3年になる。緑

化条例を中心に、クロマツやサザンカなどの30穣の推奨木、

推奨誌の制定、工場緑化、新築家庭への麹木配布、 f基金樹

木の縦走など呉体化の手を広げている。また、綴と花の祭

典 r緑化まつ')J も今年で4年呂、春の行事としてすっか

り市授に定着している。今年は 4月29Elから 5月 1臼まで。

これからの

なも

予定「議議fとして

草r)j'jjと健全なお

た的、レジャ

とになった。こ

ている農地を二士

号受け、整備し

ようとするもわ

瀕する。場所i土

地弘首合昌平方メ、

して利用できる

に反切って貸す

子供と 絡に壁f

をしなカまら、毒、

れては 。
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す
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叫
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、
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ぶ
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叫
刊
に

つ
い
て
総
庁
し
よ
う
自

知
的
問
的
流
域
的
向
日
終
と
文
化
合
ィ
イ

ン
テ

i
v
に
、
ニ
内
地
一
誠
一
、
く
り
広
げ

り
れ
て
主
た
九
州
州
内
主
治
矢
印
そ
内
向
日
間

料
相
期
間
や
綾
ぷ
を
読
ん
だ
れ
ソ
、

出
納
め
で
き
る
口

y
l
、
と
ア
ノ
や
ス

レ
オ
が
渋
い
て
あ
る
汗
来
卒
、
…
f
v

ン
、
仏
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あ
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。
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仙
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わ
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